
【高次脳機能障害】
＜医師・セラピスト研修＞ 

講師

『「気づき」と「やる気」について』

　高次脳機能障害の支援において、医療機関は受傷し、障害を受けた後の地
域生活の”最初の入り口”の役割を果たします。とりわけ医療機関における医
師やリハ専門職種の役割は診断や評価、訓練、対処法のみならず、障害を見
つけ今後の予後を推測することや、支援に携わる支援者間への情報提供を担
う役割を果たすといわれています。今回、医師やリハビリテーションセラピ
ストを対象に”気づき”や“やる気”について学び、高次脳機能障害のある方へ
の支援の一助になることを目的として開催します。
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所在地： 〒524-8524　滋賀県守山市守山5-4-30
サイト：http://www.pref.shiga.lg.jp/rehabili/kensyuu/
電話番号：077-582-8157

日時：令和8年2月1日(日) 13：00～17：00

定員 40名

講師

※日本医師会生涯教育制度申請予定
※日本理学療法士協会登録理学療法士更新ポイント申請予定

※日本作業療法士協会生涯教育制度申請予定

※30分前より受付開始

目　的

公式LINEにて研修情報等
ご案内いたします
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